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第２回「ほくえい未来トーク」 報告書 

 

 

１ 日時 令和元年１０月１９日（土） 

２ 会場 北条農村環境改善センター（北栄町田井７－１） 

３ 趣旨等 

次期「北栄町まちづくりビジョン」策定にあたり、政策の方向性等を決める土台とす

るために開催する。住民基本台帳から 1,500 人を無作為に抽出し参加を依頼した。 

４ 参加者 ６２人 

  ・無作為抽出による参加者 １６人 

  ・まちづくりビジョン検討委員 ３人 

  ・鳥取中央育英高等学校生徒 ６人 

  ・鳥取大学学生 ５人 

  ・まちづくりビジョンプロジェクトチーム職員 １３人 

  ・北栄町職員 １２人 

・傍聴等 ７人 

５ 内容 

（１）開会 

（２）副町長挨拶（５分） 

（３）事務連絡（５分） 

（４）基調講演（７５分） 

   講師：福嶋浩彦氏（中央学院大学教授、元消費者庁長官、元我孫子市長） 

   テーマ：人口減少社会－住民と行政は変われるか 

   内容：人口減少の中でみんなが幸せになるため、持続可能な仕組みに変える必要が

ある。本当に必要なものを選択し、社会の質を高めるため、住民や行政はど

のように変わるべきかを考える。 

（５）ワークショップ「ほくえい未来トーク」（１３５分） 

   全体コーディネーター：長曽我部まどか氏（鳥取大学工学部助教） 

   ファシリテーター：北栄町役場まちづくりビジョンプロジェクトチーム 

   政策説明者：北栄町役場職員 

   進行補佐、書記：鳥取大学学生 

   内容：４つの政策分野別（産業、観光文化、子育て教育、地域づくり）に１０年後

の理想の北栄町を考える、現状の心配ごと困りごとを見つける、理想と現実

のギャップを見て対策を考えるワークショップ 

   記録：別紙 

（６）閉会 
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ワークショップ「ほくえい未来トーク」記録（模造紙記録より） 

【政策分野：産業】                                      （←○○：対策を誰が行うのか） 

グルーピング 

理想 

「10年後の理想の北栄町を考えよう」 

現状 

「心配ごとや困りごとを見つけよう」 

対策アイデア 

「理想と現実のギャップを見て対策 
を考えよう」 

情報 ○ＩＴ・情報 

・情報の共有（行政が発信しているけど、

届いていない情報） 

○情報不足 

・いろいろな情報が認知されていない 

○情報不足 

・情報の整理（情報の氾濫）←町 

・信頼できる所からの情報発信（ＳＮＳは

真実が分からない）。例：行政から勉強

会 後援：国民会議 

企業、仕事 ○持続可能な企業力 

・次世代への継承の不安の解消 

・事業者のレベルアップ（ただ売ればいい

というわけではなく） 

・技術力人材 No.1の企業 

・生産性の高い農業・企業 

・従業員の確保 

・人が来る方法を考える 

・年をとっても働ける場 

・花の観光 

○働く場所 

・働き口が無いという人がいない 

・北栄町にたくさん働く場所がある 

○競争力 

・競争力の有る企業が無い。生活基盤が弱

い 

・競争力のなさ 

・大企業がきたとしても、働く人材がいな

い 

・中国などにとられてしまう・・・ 

○来る人少ない 

・閉店時間がはやい 

・開けていても収益がないから（人がいな

い、ニーズがない、少ない） 

・学校帰りにはもう閉まっている 

・税金を払う人（労働者）がいない 

○継承 

○競争力 

・人材育成、企業誘致←町、町民 

・町の観光と（コナンと）結びつける 町 

○来る人少ない 

・魅力的企業、商店、個性化←町民 

・求人情報のとりまとめ（ハローワーク嫌

いの企業・民・官・消いること・・・） 

・宿泊場所を建てて人を増やしたら開店時

間がのびる 

・飲食店などを建てて人が来やすい場所に 

○継承 

・たくみの技、技能伝承の優遇←町・企業 
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グルーピング 

理想 

「10年後の理想の北栄町を考えよう」 

現状 

「心配ごとや困りごとを見つけよう」 

対策アイデア 

「理想と現実のギャップを見て対策 
を考えよう」 

・企業がたくさんあり町に活気がある 

・給料の良い企業 

・北栄町から人が出ないように 

・選択肢がほしい 

・血縁を超える継承等の後おし 

・建築業・伝統産業 人口減少 

・互いの意思をできるだけはやく確認 

農業 

 

○持続可能な農業 

・新規就農者が毎年安定的にある 

・優良農地が荒れずに維持されている（今、

優良農地には住宅が立っている） 

・継続させる 

○遊休農地 

・畑の遊休地化 

・個人の意思がわからない（田畑の放棄等） 

・（農地の）再生が難しくなる 

○有害獣 

・有害獣の出没 

・イノシシの被害多い 

・家庭菜園はやられてしまう（ハウスは大

丈夫） 

○遊休農地 

・農業の大規模化、農業の企業化←町民 

・人力を頼らない農業 

・町産業振興課・農業委員会の取組み強化 

・地主とのコミュニケーション 

・調整能力 

・残すべき農地を整理 

○有害獣 

・有害獣対策、大阪等から 3年契約←町行

政見直し 

・捕獲・殺処分の取組推進←国・県 

・捕獲などのハードル下げる 

健康、住ま

い 

○健康寿命 

・高齢世代の現役化 

・健康寿命を伸ばす 

・家づくりを発展させる 

○住まい 

・殺人ハウス（病気になる家）の乱立 

○住まい 

・住まいの計画集中、街作り←町 

・医学からのアプローチ 

・行政のシンポジウム、有識者の招致（存
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グルーピング 

理想 

「10年後の理想の北栄町を考えよう」 

現状 

「心配ごとや困りごとを見つけよう」 

対策アイデア 

「理想と現実のギャップを見て対策 
を考えよう」 

・医学と建築（特に建築業） 在認知） 

・素人でもできる脱殺人ハウスの開示←

官・民 

税収  ○税収減 

・税収が１５％（町の歳入枯渇 交付税頼

み） 

・インフラ建物、学校、道路の維持不可 

・鳥取・米子、山陰の中核都市から離れ過

疎化進展 

・支出多（福祉・医療・教育） 

・老朽化（メンテナンス不可） 

・米子・鳥取市に集中 

○税収減 

・税収に見合う事業の整理、集中と選択 10

年間←議会 

・公的施設の縮小・改修←官・民 
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【政策分野：観光文化】                                    （←○○：対策を誰が行うのか） 

グルーピング 

理想 

「10年後の理想の北栄町を考えよう」 

現状 

「心配ごとや困りごとを見つけよう」 

対策アイデア 

「理想と現実のギャップを見て対策 
を考えよう」 

青山剛昌ふ

るさと館 

○新ふるさと館建設 

・出会いの広場 核となる観光施設ができ

ている 

・コナン美術館＋町民のつどえる施設（公

民館、放課後児童クラブ）ができている 

・コナン館（仮）ができている 

・青山剛昌ふるさと館がもっと広くなって

ほしい 

○観光客と住民とのつながり触れ合い 

・人権宣言町として誰もが困り感のない、

共存できる町 

・みんながガイドになれる 

・国内外の方々から愛され親しまれる北栄

町を目指して欲しい 

・住民とのふれあい増やす 

○町民の関心が低い 

・北栄町民がコナンに興味ない 

・地元の関心が薄い 

・旧大栄、旧北条との温度差 

・人任せになっている（何でも誰かがやっ

てくれるのではないかという意識） 

・町の魅力がつながっていない 

○経済的な問題 

・施設をつくる時の経済的問題 

・ふるさと館新設の場合 

○継続できるか・・・ 

・コナンのアニメが終わらないか 

○その他 

・青山剛昌ふるさと館周辺の駐車場の止め

方として、青山剛昌ふるさと館に頭を向

けて駐車するようにすれば、好感が持て

る 

 

○新ふるさと館建設 

・ここでしかないものでＰＲできるものを

探す、つくる 

・コナンホテルなど 

・コナンゲーセン プリクラ 

・複合施設として建設する（町民が集える

場、美術館） 

・町民は割引・無料で身近に・・・ 

・町民ガイドの育成←町に詳しい人に頼む 

・ＳＮＳなどで魅力の情報発信（それぞれ

に関係している人が発信、ハッシュタグ

をつけて発信）←町内の人、町外の人 

・コナン通りに在来商店を移設してもらう 

・コナン通りに風よけもかねて長屋形式の

商工街を 

・文化財も含め、著名な人に魅力を伝えて

もらう機会を作る 

・資金を集めるためにコナンや特産品を使

った、商品、店を出す 

・コナン駅とふるさと館の往復バス（タク



6 

 

グルーピング 

理想 

「10年後の理想の北栄町を考えよう」 

現状 

「心配ごとや困りごとを見つけよう」 

対策アイデア 

「理想と現実のギャップを見て対策 
を考えよう」 

シー）を 100円程度にして集客する 

・観光コースを作る→紹介 

・コナン × ○○ 

・イベント増す。北栄文化をみていただく

パフォーマンスをするなど、印象を与え

る 

・町民向けのトークショー（青山剛晶先生） 

コナン通り ○コナン通り 

・観光客があふれて、汽車がバンバン通る 

・コナン通りの活性化（店、オブジェ） 

・周遊コースができる 

・駅前（ＪＡの跡地）に観光客がゆったり

できる施設ができている 

○宿泊施設がない 

・泊まるとこがない 

・観光客の宿泊施設がない 

・町外に泊まる 

○宿泊施設 

・町外と協力（宿泊・ホテル） 

・宿泊施設について周辺の市町とつながり

を改適に・・・ 

賑わい ○店の増加 

・観光農業とワインを観光施設とつなげる 

・コナンの家 米花商店街を大きくする 

・もっと店が増えていてほしい 

・コナン以外の店が増える 

○人の集まるところがない 

・店が少ない 

・食べるところがない 

・遊ぶ所がない 

・観光する所がなくて客がすぐ帰る、お金

をおとしてもらえない 

・町外に出てしまう 

○文化財 
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グルーピング 

理想 

「10年後の理想の北栄町を考えよう」 

現状 

「心配ごとや困りごとを見つけよう」 

対策アイデア 

「理想と現実のギャップを見て対策 
を考えよう」 

・文化財が知られていない 

○人口減による問題 

・店を出しても、若者の働く世代が少ない 

○その他 

・運動会に変って新しい活動事業を考えて

はどうか？ 
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【政策分野：子育て教育】 

グルーピング 

理想 

「10年後の理想の北栄町を考えよう」 

現状 

「心配ごとや困りごとを見つけよう」 

対策アイデア 

「理想と現実のギャップを見て対策 
を考えよう」 

子育て教育 ○全般 

・子育てがしやすい町 

・子育てしやすい環境 

・子どもが安心してイキイキと育つ 

・子どもがたくさんいる 

・子どもが健康的に過ごせる 

・子どもがいっぱいいるにぎやかな街 

・体力・学力が高い 

  

集って遊べ

る場所 

○集って遊べる場所 

・公園がたくさんある 

・子どもの遊び場がたくさんある 

・遊具の種類が豊富 

・駅周辺に施設の集約 

○集って遊べる場所 

・雨の日に遊ぶ所がない 

・遊具が 1個しかない 

・子どもが楽しく遊べる場所少 

・子どもが家でゲーム 

○集って遊べる場所 

・由良駅前（今ある施設）公民館・図書館・

体育館をつなげた集合施設にする 

・お台場に遊び道具の整備（ボール、なわ

とび、バトミントンなど） 

・ＪＡ（駅前）の用地の有効活用 

・遊ぶ場所、働く場所をつなげる 

・寄附を集めて遊具を作る（公園） 

教育費用 ○教育費用 

・中学・高校無料（学費） 

・教育費が安い 

○教育費用 

・3歳未満児の保育料がつらい 

・0～2歳児の保育料が高い 

○教育費用 

・0 歳から保育料無料 

・北栄町独自の奨学金制度。北栄町に帰っ
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グルーピング 

理想 

「10年後の理想の北栄町を考えよう」 

現状 

「心配ごとや困りごとを見つけよう」 

対策アイデア 

「理想と現実のギャップを見て対策 
を考えよう」 

・教育費に心配がいらない 

・保育料が安い 

てきたら返還不要 

家庭教育  ○家庭教育 

・子育ての知識を得る場所がない 

・衣食住 

・メディアコントロール 

・虐待がある（知識が浅い） 

○家庭教育 

・ネウボラで子育てに関しての知識や遊び

が教えてもらえる 

・家庭教育 12ヶ条の継続（具体的に） 

・虐待に対する講義を（児相など） 

保育所  ○保育所 

・保育士不足による待機児童 

・保育所の維持 

○保育所 

・保育士の給料を上げる 

・保育士の待遇アップ 

・保育士の体験 

進学・学校

教育 

 ○進学・学校教育 

・英語を覚える、覚えさせることが難しい 

・進学に対する考え薄め 

・勉強する環境の選択肢が分からない 

○進学・学校教育 

・授業の前に軽い運動をする（学力アップ） 

・保育園後の体育館（遊戯室） 

・格安スクール 

・特区にして英語教育を充実する。北栄町

から東大生が沢山でる 

・お母さんが子どもの教育のためなら住み

たいと思える町 

仕事  ○仕事 ○仕事 
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グルーピング 

理想 

「10年後の理想の北栄町を考えよう」 

現状 

「心配ごとや困りごとを見つけよう」 

対策アイデア 

「理想と現実のギャップを見て対策 
を考えよう」 

・育児で離職すると復職できにくい ・チャレンジショップ通り 

・みんなでシェアして働く場所 

・県内にどんな仕事があるのか 

・将来を学ぶ場所（話しなど） 

若者が帰る

町 

○若者が帰る町 

・学生が終わり、その後、住みたいと思う 
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【政策分野：地域づくり（福祉、健康、防災）①】 

グルーピング 

理想 

「10年後の理想の北栄町を考えよう」 

現状 

「心配ごとや困りごとを見つけよう」 

対策アイデア 

「理想と現実のギャップを見て対策 
を考えよう」 

健診・健康 ○健康・健診 

・「健診車」を集落単位で 

・健診率高上 

・「健康診査手帳」→○○ になると買い

物のポイント 

・心の相談窓口を集落単位で 

○運動 

・ウォーキングチーム、スマホ「世界五大

陸制覇」 

・運動や歩くことに楽しみを持って参加で

きる仕組み 

・ギネスに登録（日本で一番歩く町） 

○歯 

・歯の専門医によるセミナー 

・歯の正しい磨き方。ＴＣＣで放映 

・30代 40代の人に訴えかける 

・毎月○○日は歯の日にして、町内放送で

呼びかける 

・歯のコンクール作文を発表 

・歯の健診を基本健診に 

○健康・健診 

・車社会のため、歩くことが少ない 

・ホームドクターとなる医師がいない 

・家族、友人、知人みんなが健診を受けて

ほしい！ 

・安心して子作りできる支援（不妊）（正

しい啓発 若い世代から、男性の啓発） 

○健診・健康 

・「運動」と「健康」を考えるワークショ

ップを鳥大と連携 

・小児科ふやしてほしい 

・簡単に身体を動かすことができるようラ

ジオ体操等を年間通じて実施 

・歯のコンクール〈町で毎年開催〉家族単

位で 

・精神科医ドクターの定期的相談窓口 

・町出身の医者をみつけて、空医院等、使

って開業支援（診療所）でもＯＫ 

・早期発見の大切さを声を大に!! 

・健診、各自治会内で受診できるようにす

ること 

・歯の健診の必要性をしっかり住民に伝え

ていくこと 
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グルーピング 

理想 

「10年後の理想の北栄町を考えよう」 

現状 

「心配ごとや困りごとを見つけよう」 

対策アイデア 

「理想と現実のギャップを見て対策 
を考えよう」 

・「歯の健康」が「身体の健康」。鳥大医学

部セミナー 

○睡眠 

・睡眠にかかる「心と身体のセミナー」 

・睡眠と学力の向上の相関関係を鳥大医学

部で実験証明 

○イベント 

・コナン以外で参加できるようなイベン

ト。高齢者 

子ども  ○子ども 

・中学生の部活が、大栄中、北条中合同に

なったらよいと思います 

・水が透明なプールで子どもたちを泳がせ

たい！ 

・部活数を増やしてほしい 

・公園がない 

・生徒・指導者不足 

・小中学生の睡眠時間が少し「夜型」とな

っている→学力が低下では？ 

○子ども 

・プールを新しくしてほしい。町民に署名

運動をしてもらいたい！（寄付金） 

・スポーツの指導者を町外から招く 

・スマホの利用時間（22：00までとか）小

中で決定 

・沢山公園がほしい 

・学校での部活の取組みについて教育委員

会で～（合同チームを作りやすいよう

に） 

料理 ○料理 

・料理コンテスト 

○食事 

・1 人暮らしの食事作り（メニュー作り）

○料理 

・毎月の町報と一緒に一週間の食事のメニ
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グルーピング 

理想 

「10年後の理想の北栄町を考えよう」 

現状 

「心配ごとや困りごとを見つけよう」 

対策アイデア 

「理想と現実のギャップを見て対策 
を考えよう」 

・料理教室。陳健一（中華料理）他の教室

の開催 

・発信をしていく取組み 

・一人世帯となっても適正な食生活ができ

る（男）の料理教室 

・地元食材を使った料理を給食で提供 

を知らせる（野菜学） ューを作って配布（参考になる） 

・北栄町に有名なシェフのお店を誘致 

・調理・料理講習会は、食推会員だけでな

く他の方法（自治会等でも実施する） 

・予算の増 

・町内に在住する外国人に自国料理を 

・美味しいパン屋（行列ができる） 

・一人暮らしをサポートするメンバーの育

成（色々な人がサポートできるように） 

防災 ○防災 

・防災研修（参加者が少ない 自分の地域

は大丈夫か） 

・防災マップ詳細化（地震・水害・津波） 

・安心（支援）安全、地域防災が詳しく楽

しい（行事）、避難をどうするのか 

○防災 

・避難訓練が単一である（洪水が発生した

ら・・・） 

・一人暮らしが増えていく。（空家）も多

くなる（対策） 

・水につかる地域だと住民に知らせる方法

は（町か自治会） 

○防災 

・水害対策を具体的に考えられるような

（例）を知らせる（台風 19号を参考） 

・保険の規約の確認（水害に対して） 

・防災士を集落に 5名くらい配置（取得者

を増やす） 

・被災地の見学会（自治会の人に） 

買いもの ○買いもの 

・買いものが近くでできる 

・色々な支援がある 

・タクシー券が限られている。みんなで共

有できれば 

○移動、困りごと 

・バス停が離れているため今後が心配 

・タクシーを呼べなくなる不安 

・一人暮らしであり、生活（苦）の方をど

のように接して、支援すればよいのか、

○買いもの 

・移動販売 
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グルーピング 

理想 

「10年後の理想の北栄町を考えよう」 

現状 

「心配ごとや困りごとを見つけよう」 

対策アイデア 

「理想と現実のギャップを見て対策 
を考えよう」 

町に任せていればよいのか？ 

自治会  ○自治会 

・近所にアパートが多い。自治会がないの

で防災とか行事にはどう取り組むか 

・自治会参加が少ない。役員になると出て

いくといわれる 

・アパート世帯に町内放送がない（子ども

会、自治会の放送が届かない。告知機が

ないという世帯もある） 

○自治会 

・自治会加入についてアパートにはいられ

る時、自治会加入を約束していただく

（大家さん） 

・老人クラブの他自治会との交流を進める 

・自治会運営のやり方を考える 

・自治会ではなく、もっと専門的に動ける

ように 

・自治会のサポート隊 

・自治会の役員を年代別・無作為に！ 

・集落単位で 30 代～50 代のプロジェクト

チーム 

・アパートに対しての情報を、近くの自治

会にできるだけ知らせる 

その他  ○働く場 

・町内に働く企業を増やす（若者を増やす

ため） 

○お店 

・北栄町に自慢できるお店がない 
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【政策分野：地域づくり（福祉、健康、防災）②】 

グルーピング 

理想 

「10年後の理想の北栄町を考えよう」 

現状 

「心配ごとや困りごとを見つけよう」 

対策アイデア 

「理想と現実のギャップを見て対策 
を考えよう」 

生活 ○生活 

・曜日ごとにバスが来る（病院、買い物、

ゴミ出し） 

○生活 

・どこに行くにも不便 

・バス停までが遠い 

・サービスの有効活用（サービス自体が活

用しきれていない。知らない。わからな

い） 

・生活困窮者が多い（金銭的な部分） 

○生活 

・マイクロバス、乗りあいタクシー（地区

ごとに回る） 

・ゴミ出し巡回（ごみ収集の人が回収して

いく） 

・公民館などでどのようなサービスがある

かを説明する 

・サービスを知ってもらう、冊子・提供者

（情報提供者に案内する） 

防災 ○防災 

・高い建物（津波対策） 

・避難できる場所 

・台風、地震などの災害に対する防災強化 

○防災 

・災害に対して防災がまだできていない

（危ないところの把握。実際に起きた時

どう動くの？） 

・災害多い 

・松くい虫等、防風林の荒れ方がひどい 

・海岸の浸食 

○防災 

・災害の時に避難の仕方、対応などを家ご

とに説明する（家ごとに説明してまわ

る）←役場の人 

・誰もが参加できる防災行事（若い人も参

加できる） 

・現在の施設の有効活用（避難場所として

整備。学校とか） 

交流  ○交流 

・地域行事への参加者減 特に若者 

・参加者の固定化も・・・ 

○交流 

・地域の人を知る機会を増やす 
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グルーピング 

理想 

「10年後の理想の北栄町を考えよう」 

現状 

「心配ごとや困りごとを見つけよう」 

対策アイデア 

「理想と現実のギャップを見て対策 
を考えよう」 

・一人暮らしの方との関わり（民生児童委

員さん中心） 

健康づくり ○介護予防、健康 

・誰もが安心して暮らせる 

・自治会館など運動機器の配置 

・寝たきり半分以下 

・おしゃべりとともに運動も 

・老若男女一緒に運動できる 

 

○健康づくり 

・病院に健康診断にいく人が少ない 

・若者の運動不足 

・リハビリテーションの機会の場が少ない

（情報を知らない。受けとれていない） 

○健康づくり 

・健康診断に行かせるように勧める（ポイ

ント？ごほうび制度？） 

・学校、地域などで何か運動をする企画を

する 

・老若男女が一緒に集える場 

介護・医療 ○住宅介護・医療 

・自宅で看取りやすい 

・訪問診療医 

・ＴＶでつないで、家にいながら専門的な

治療を受ける 

・常時介護が必要な人でも自宅で暮らせる 

○介護・医療 

・入所施設不足 

・老々介護 

・人材不足 

・北条地区は病院（医院）が少ない 

・看護師、弁護士の資格を持っているが活

用されていない 

・高齢者の増加 

○介護・医療 

・医師の増加 

・保健師を増やす（県に要望を通す） 

・かかりつけ医の充実 

・緊急時に即対応できるシステム（専門の

人に医療・介護の相談ができる） 
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基調講演  ワークショップ 

 

 

 

 

 

 

 



18 

 

 

 

 
   

 

 

 

 


